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第19回みやぎ蔵王高原マラソン大会出場者募集
～申し込みはお早めに！多くの皆さんの参加をお待ちしています～ 白 石 市 第 二 幼 稚 園

教 育 目 標

目 指 す 幼 児 像

特 色 あ る 保 育 活 動

「なかよし広場」を開催

直接体験を大切にした保育

地域の人たちとの交流を大切にした保育

心豊かに、たくましく生きる子どもの育成

社
メー
ルNo.10

●開催日　9月18日（日）雨天決行
●場　所　国立南蔵王青少年野営場
●種　目　①3km：小学男女、親子ペア

　　　　（親と小学生）、中学女子
②5km：中学男子、高校男子、
　　　　 一般男女（女子は高校以上）
③10km：一般男女（高校以上）
④20km：一般男女（高校以上）
⑤ウォーキング5km：60歳以上
⑥ジョギング：小学生以上の健康な方で
　　　　　　　男女制限なし

●参加料　小・中学生　　1,000円
高校生　　　　1,250円
一般親子ペア　2,500円
ウォーキング　1,500円
ジョギング　　2,000円

●締め切り　8月22日（月）　　期限厳守

●申込先　同大会実行委員会事務局（中央公民館内）
　　　　　022-1343・26-2453
●走快！みやぎ蔵王高原マラソン大会ホームページ
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/con-edu/kougen
インターネットでも申し込み可能です。
詳しくはホームページをご覧ください。
※大会当日は、会場付近が交通規制されますのでご協
力ください。

片倉家中武家屋敷・旧小関家「七夕まつり」
～昔の七夕様の着物ときんちゃくの展示～

　子ども会育成会会員、中学・高校生ジュニア・リー
ダーが参加し、「白石市子ども会育成指導者研修会」
を6月25日に中央公民館で開催しました。レクリエー
ション協会指導員より親子でできるゲームを教えても
らいました。

　子ども会など地域ボランティア活動において活躍し
ているジュニア・リーダーを養成する「白石市ジュニア・
リーダー初級研修会」を7月2日、市内中学生を対象に
中央公民館で行いました。「テントの設営と撤収のし
かた」「ジュニア・リーダーの役割」「レクダンス」
などを学習しました。

分で考え、進んで
活動する子ども

自 を合わせ、最後まで
やりぬく子ども

力 やさしく、感性豊
かな子ども

心

幼
稚園紹介

my
kindergarten

　第二幼稚園の開園は、昭和50年で創立31年と伝統あ
る幼稚園です。昨年30周年の節目を迎え、園児と保護者、
地域の方、多くの方々とともに記念式典を挙行しました。

所 在 地　白石市南町2丁目2－1
電　　話　25-6326　　　ＦＡＸ　25-6421
幼 児 数　118名
クラス数　5クラス
　　　　　3歳児（1クラス）、4歳児（2クラス）、5歳児（2クラス）

概要

　未就園児のお子さんに、幼稚園を開放しています。幼
稚園の子供たちと触れ合って遊びをします。
　　○  9月6日（火）　　　○10月5日（水）
　　○11月1日（火）　　　○  2月7日（火）
※申し込み不要ですので、いつでも遊びにきてください。

●クリーンデー（長寿会の方と一緒に、町内のごみ拾い
をします）

●昔あそびの会（ボランティアみなみの会の方と一緒に
こま、かるた、あやとりなど、昔ながらの遊びをします）
●もちつき会（長寿会の方に手伝っていただき、きねと
臼で、もちをつき、みんなで食べます）

●毎週木曜日を「おむすびの日」としています。
この日は､おむすびと水筒をもって近くのつくし公園や
益岡公園に出かけています。自然に触れながら楽しく
遊んだり、歩いたりして体力づくりを図っています。

●園内の畑に、赤かぶやとうもろこしやジャガイモ、豆
などの栽培活動をしています。今年は、地域の方に畑
を借りて、サツマイモも植えました。生長の様子を見
たり、食べたりして収穫の喜びを味わいます。

  七夕飾りつくりと白石市図書館読み聞かせボランティアの方々によるお話し会も開催します。
〈展　示〉  ○開催期間　8月6日（土）～8日（月）9：00～17：00　　○共　　催　（財）白石市文化体育振興財団
〈展示以外の内容〉
8月6日（土）［9:00～12:00］  ○七夕飾り作りと飾り付け（講師：鈴木　智恵子氏）
　　　　　　　　　　　　　　（ハサミ ・カッター ・定規 ・えんぴつ ・手ふきタオルをご持参ください。）

　　　　　  ［13:30～14:00､14:30～15:00］
○七夕まつりおはなしひろば（絵本などの読み聞かせ）子どもから大人の方まで多数

　　　　　　　　　　　　　　　おいでください。
○社会教育課文化財係　022-1343問

▲子ども会育成指導者研修会

▲テントの中で

▲班ごとに話し合い

一人、一人の子供たちの育ちを
大切にして保育をしています。

保育計画を立て
毎日の保育をしています。
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